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おお
困困
りり
のの
とと
きき
はは
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
（（
②②
おお
わわ
りり
））

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
北
海
道
障
が
い
者
条
例（
通
称
）が
全
面
施
行
さ
れ
、

障
が
い
を
理
由
と
し
た
虐
待
や
差
別
、
様
々
な
暮
ら
し
づ
ら
さ
に
つ
い
て
解
決
を
図
る

た
め
、「
障
が
い
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
委
員
会
」が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

虐
待
が
あ
っ
た
場
合
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
・
不
利
益
な
扱
い
が
あ
っ
た
場

合
、
日
常
生
活
で
の
暮
ら
し
づ
ら
さ
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
の
地
域
づ
く
り
委
員
会
事

務
局
（
北
海
道
総
合
振
興
局
又
は
振
興
局
の
社
会
福
祉
課
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
今

回
は
、「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
へ
の
協
議
等
の
手
順
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
申
立
書
を
受
理
し
た
場
合

申
立
書
を
受
理
し
た
「
地
域
づ
く

り
委
員
会
」
事
務
局
で
は
、
市
町
村

と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の
救

済
制
度
で
の
対
応
を
含
め
た
事
案
の

整
理
を
行
っ
た
上
で
、「
地
域
づ
く

り
委
員
会
」
で
の
協
議
が
必
要
な
場

合
は
次
の
手
続
き
に
沿
っ
て
協
議
な

ど
を
行
い
ま
す
。
な
お
、「
地
域
づ

く
り
委
員
会
」
で
は
、
権
利
擁
護
に

関
す
る
申
立
て
に
つ
い
て
は
非
公
開

で
、
ま
た
、
暮
ら
し
づ
ら
さ
等
の
地

域
の
課
題
に
つ
い
て
は
原
則
公
開
で

協
議
を
行
い
ま
す
。

▼
手
順
①

申
立
て

誰
で
も
「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」

に
協
議
等
の
申
立
て
を
行
な
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
申
立
て
先
は
、
各
地

域
の
総
合
振
興
局
又
は
振
興
局
の
社

会
福
祉
課
で
す
。

※

相
談
は
電
話
で
も
で
き
ま
す
が
、

申
立
て
は
文
書
（
協
議
等
申
立

書
）
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
困
り

ご
と
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
手
順
②

調
査

申
立
て
内
容
の
事
実
に
つ
い
て
確

認
す
る
た
め
、
当
時
者
で
あ
る
申
立

人
、
暮
ら
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
障

が
い
者
、
暮
ら
し
づ
ら
さ
の
原
因
と

さ
れ
た
人
な
ど
に
面
接
し
、
聴
き
取

り
を
行
い
ま
す
。

▼
手
順
③

協
議
・
あ
っ
せ
ん
（
非

公
開
）

「
地
域
づ
く
り
委
員
会
」
で
は
、

調
査
で
確
認
し
た
事
実
や
当
時
者
の

主
張
等
を
も
と
に
、
当
時
者
双
方
の

参
加
を
求
め
、
中
立
公
平
な
立
場
か

ら
話
合
い
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

※

暮
ら
し
づ
ら
い
状
況
に
あ
る
障

が
い
者
と
同
じ
障
が
い
の
あ
る
人

な
ど（
参
考
人
）も
参
加
し
ま
す
。

【
地
域
づ
く
り
委
員
会
が「
著
し
い
暮

ら
し
づ
ら
さ
」が
あ
る
と
認
め
た
場
合
】

▼
手
順
④

指
導

暮
ら
し
づ
ら
さ
の
原
因
と
さ
れ
た

人
に
対
し
文
書
に
よ
る
指
導
を
行
い

ま
す
。

【
指
導
に
よ
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
い

悪
質
な
も
の
】

▼
手
順
⑤

知
事
に
よ
る
改
善
勧
告

と
公
表

指
導
に
よ
っ
て
も
改
善
さ
れ
な
い

虐
待
や
障
が
い
者
の
権
利
に
重
大
な

支
障
を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い
て
は
、

知
事
が
改
善
す
る
よ
う
勧
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
勧
告
に
よ
っ
て

も
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
勧
告
内

容
の
公
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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町町
村村
協協
会会
だだ
よよ
りり
��
（（
網網
走走
地地
区区
滝滝
上上
町町
））

〜〜
親親
睦睦
研研
修修
旅旅
行行
のの
旅旅
〜〜

第
五
十
二
回
と
し
て
紹
介
す
る
協
会
は
、
網
走
地
区
滝
上
分
会
（
小
谷

孝
一
分
会
長
）
で
す
。
同
分
会
に
つ
い
て
は
昨
年
度
も
紹
介
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
、
九
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
に
か
け
て
親
睦
研
修
旅
行
が
行

わ
れ
、
こ
の
旅
行
に
参
加
し
た
清
水
美
知
江
さ
ん
の
感
想
文
を
添
え
て
投

稿
が
あ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

清
水
美
知
江
さ
ん
の
感
想
文

連
日
の
猛
暑
も
や
っ
と
終
り
初
秋

の
心
地
良
い
風
を
感
ず
る
九
月
十
四

日
「
身
体
障
害
者
滝
上
分
会
」
の
会

員
参
加
者
二
十
三
名
の
期
待
と
楽
し

み
に
し
て
い
た
旅
行
の
当
日
と
な
り

ま
し
た
。
前
任
の
会
長
加
藤
四
郎
様

宅
の
前
に
集
合
。
途
中
、
二
〜
三
ヶ

所
待
ち
合
わ
せ
の
人
と
合
流
。一
路
、

定
山
渓
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
砂
川

に
て
昼
食
、
二
時
半
に
は
「
滝
野
す

ず
ら
ん
丘
陵
公
園
」へ
着
き
ま
し
た
。

金
ろ
梅
・
這
松
・
黄
色
コ
ス
モ
ス
、

そ
の
他
の
花
々
の
群
落
が
一
面
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
面
積
、
四
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
甲
子
園
の
七
十
ヶ
位
の
広

さ
又
、
国
立
公
園
十
六
ヶ
所
の
中
に

唯
一
の
北
海
道
に
有
る
国
立
公
園
で

す
。
足
の
悪
い
人
達
は
、
そ
ち
こ
ち

そ
ぞ
ろ
歩
き
に
見
学
し
、
健
脚
の
人

は
ゆ
る
や
か
な
登
り
道
を
歩
い
て
、

全
景
を
満
喫
し
た
と
の
事
、
加
藤
さ

ん
の
詳
し
い
説
明
に
、
無
理
を
し
て

で
も
行
き
た
か
っ
た
、
と
思
う
も
後

の
祭
り
で
し
た
。
午
後
四
時
に
は
定

山
渓
の
山
渓
苑
に
到
着
、
和
や
か
に

夕
食
の
宴
、
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
も
聞

き
、
六
時
よ
り
八
時
ま
で
の
賑
か
な

宴
会
を
終
え
ま
し
た
。

旅
行
二
日
目
朝
九
時
十
分
に
宿
を

出
て
、
今
回
の
旅
の
第
一
の
目
的
地

「
藻
岩
山
慰
霊
碑
」
戦
没
者
の
お
参

り
の
墓
誌
の
前
に
立
つ
事
が
で
き
ま

し
た
。以
前
に
参
拝
し
た
事
の
あ
る
、

副
会
長
の
尾
藤
さ
ん
よ
り
詳
し
く
お

話
を
聞
き
予
備
知
識
を
得
て
の
御
詣

り
で
す
。
昭
和
四
十
年
に
建
立
、
激

戦
地
沖
縄
の
戦
死
し
た
方
の
中
に
わ

が
町
出
身
者
が
四
十
一
名
祀
ら
れ
、

沖
縄
の
珊
瑚
の
か
け
ら
を
名
前
の
台

石
に
は
め
込
ん
で
い
る
と
の
事
、
今

回
の
旅
行
者
の
中
に
は
、血
縁
の
人
、

又
は
知
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
幾
度
も
撫
で
さ
す
っ
て
、
現
在

の
平
和
の
礎
と
な
っ
た
方
々
に
心
か

ら
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。
来
年
は
撤

去
と
か
移
設
の
話
題
も
あ
る
と
の

由
、
事
実
な
ら
と
い
ろ
い
ろ
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
秋
を
待
た
で
枯
れ
ゆ
く
島
の
青
草

は
み
国
の
春
に
よ
み
が
え
ら
な
ん
」

手
島
司
令
官
の
辞
世
の
う
た
と
あ
り

ま
し
た
。
あ
ま
た
の
人
の
尊
い
犠
牲

が
あ
っ
て
の
現
在
の
平
和
な
日
本
が

在
る
と
い
う
思
い
に
胸
を
あ
つ
く
し

て
墓
前
を
去
り
ま
し
た
。
十
時
五
十

分
お
参
り
を
終
え
、
昼
食
の
為
「
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
」
へ
。
で
ん
と
坐
り

込
ん
だ
会
員
の
為
に
一
生
懸
命
、
料

理
を
運
ん
で
く
だ
さ
る
加
藤
さ
ん
に

勝
手
な
注
文
を
す
る
私
た
ち
を
ゆ
る

し
て
運
ん
で
く
だ
さ
っ
て
、
腹
一
杯

食
べ
る
時
間
が
あ
り
ま
し
た
か
？

ほ
ん
の
り
頬
を
染
め
た
人
も
皆
で
、

二
時
半
に
は
、
北
海
道
庁
及
び
赤
レ

ン
ガ
記
念
館
を
見
学
で
す
。（
続
き

は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。）

身
障
相
談
員
連
絡
協
議
会
総
会

九
月
二
十
一
日
�
、
札
幌
市
内
で

「
北
海
道
身
体
障
害
者
相
談
員
連
絡

協
議
会
総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
次
の

と
お
り
決
定
さ
れ
た
。

①
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
・
決

算
報
告
・
会
計
監
査
報
告

平
成
二
十
一
年
度
に
実
施
し
た
事

業
及
び
決
算
、
監
事
監
査
の
結
果
報

告
が
あ
り
、
協
議
し
た
結
果
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

②
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画（
案
）、

収
支
予
算
（
案
）

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
計
画
案

及
び
予
算
案
を
協
議
し
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
な
お
、
次

の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
、

幹
事
会
で
予
算
と
の
関
連
も
あ
る
の

で
検
討
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
た
。

【
提
案
さ
れ
た
意
見
】

今
日
の
専
門
研
修
会
や
総
会
に
出

席
で
き
る
会
員
は
僅
か
し
か
い
な
い

の
で
、
各
地
域
で
開
催
さ
れ
て
い
る

相
談
員
研
修
会
の
終
了
後
に
、
今
日

の
総
会
の
よ
う
な
場
（
学
習
会
、
情

報
交
換
会
等
の
場
）を
作
っ
て
欲
し
い
。

③
役
員
改
選
（
新
役
員
）。

た
き

や
ま

ま
さ

は
る

会

長

瀧
山

征
治（
釧
路
市
）

し
の

や
ま

じ
ゅ
ん

こ

副
会
長

篠
山

准
子（
宗
谷
振
興
局
）

や

ぎ

は
し

ひ
で

ゆ
き

同

八
木
橋
秀
幸（
江
別
市
）

た
か

は
し

の
ぶ

よ
し

幹

事

高
橋

延
好（
帯
広
市
）

さ

と
う

よ
し

た

ろ
う

同

佐
藤
芳
太
郎（
北
見
市
）

た
か

は
し

ま
さ

こ

同

高
橋

正
子（
美
唄
市
）

た

な
べ

あ
き

こ

同

田
辺

明
子（
函
館
市
）

み
や

し
た

い
さ
む

同

宮
下

勇（
深
川
市
）

い

と
う

監

事

伊
東
ミ
ツ
子（
千
歳
市
）

す
ず

き

ひ
ろ
し

同

鈴
木

宏（
北
広
島
市
）

��

��

�

�
由
仁
町

中
嶋
つ
ぎ
子

と

り

ね
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リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

藻岩山慰霊碑の前で（Ｈ２２．９．１５）

（２）（第６７９号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
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�
�第三種郵便物認可（平成２２年１０月２５日）




